新劇 復興の 兆 



1 干 田國士 



が、 もう 既に ある 一 つの 地盤 を 固めて、 わが 既成 劇壇 

の 一角 を 占めて ゐ なくて はならぬ と 思 ふので ある。 そ 

して、 これ は、 歌舞伎と 新派、 並びに その 系統に 属す 

る 職業 劇団と 対立して、 飽くまで 「現代的な」 存在 を 

示し、 少く とも、 一 般 知識階級の 観劇 慾 を満す 方針の 

下に その 組織と 興行 法 を 確立して ゐ なければ ならぬ。 

そこで は、 恐らく、 創作 劇と して は 山 本 有 三、 菊 池 寛 

以後の 現代劇、 たまに は、 外国 劇の 十分 日本化 された 

翻案 (新派 劇化され たものに 非ず)、 古典 劇の 新 演出 等 

が、 続々 上演 目録 中に 加 へられて ゐる であらう し、 実 

際、 今日 生れて ゐ ない 新作 家が、 既に 幾人 か 紹介され 



して、 そこから こそ、 「われわれの 芝居」 が 生るべき で 

あると 信じて ゐる。 二 九 三 二 • 四) 
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